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通信機能付き電子線量計を用いた積算線量測定について 

 

堀江洋平 末光篤*1 武田尚彦*2 冨士博道 髙市恭弘 髙松公子 

 

1. はじめに 

平成 23年 3月に発生した東京電力㈱福

島第一原子力発電所事故を教訓にして策

定された原子力災害対策指針では，原子

力施設から概ね 5～30km 圏内の緊急防

護措置を準備する区域（以下「UPZ」とい

う。）において，空間線量率の実測値を基に

避難等の防護措置を講ずる判断を下すこと

となっている。これを踏まえ，県ではモニタリ

ングポストに加えて，防護措置の判断を強

化するため，UPZ圏内 58地点に通信機能

付き電子線量計（以下「電子線量計」とい

う。）を整備し，平成 28 年度から緊急時に

備えた空間線量率の測定を行っている。 

今回，これまでの電子線量計の運用状

況，並びに電子線量計による空間線量率

から積算線量を算出し，従来の蛍光ガラス

線量計（以下「RPLD」という。）による積算

線量と比較を行ったので報告する。 

 

2. 方法 

2.1. 電子線量計 

2.1.1. 電子線量計システムの仕様 

平成 27 年度に整備した電子線量計シス

テム 1)の外観及び構成を図１に，その仕様

を表 1に示す。 

測定現場における装置は，太陽光パネ

ル，検出器ボックス，バッテリーボックスから

構成されている。バッテリーボックス内部に

は 2 個のバッテリーが並列につながれてお

り，満充電から 7 日間は電子線量計システ

ムが稼働可能である。また日照時間 2 時間

以上でバッテリーが満充電になる太陽光パ

ネルを設置しており，外部電源なしで常時

稼働可能なシステムとしている。 

検出器ボックス内には，電子線量計（検

出器）や通信部が収納されている。電子線

量計は，㈱日立製作所製 PDM-501R1（シ

リコン半導体検出器）を用いており，測定範

囲は 0.2µGy/ｈ～10ｍGy/ｈである。また通

信部には FOMA 端末を使用しており，原

子力センターや県庁に設置しているデータ

収集サーバーに測定データを伝送するほ

か，検出器やバッテリーの状態も伝送され

るようになっている。 

2.1.2. 電子線量計による空間線量率 

電子線量計検出器で 2 分毎に測定され

た空間線量率（2 分値）は，検出器本体に

保存される。平常時モードでは毎正時にデ

ータ収集サーバーへ測定データが伝送さ

れる。また緊急時モードでは 2 分毎にデー

タ収集サーバーを経由し県のテレメータシ

ステムへ伝送され，さらにテレメータシステ

ムからの伝送指示により国へデータ伝送さ

れる。 

万が一，長期間の天候不良等で消費電

力が太陽光パネル発電量を上回り，バッテ

リー残量が少なくなった場合，アラームが発

報されるようになっているため，満充電のバ

ッテリーと交換する等の対応が可能となって

いる。 
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表 1 通信機能付き電子線量計の仕様 

図 1 通信機能付き電子線量計の外観及び構成 
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2.1.3. 電子線量計による積算線量 

電子線量計による積算線量は，以下の

式のとおり，電子線量計の空間線量率

（µGy/h：2 分値）に測定単位時間（2 分/60

分）を乗じた値について，求めるモニタリン

グ期間の総和とした。 

[積算線量]＝Σ（[空間線量率]×[測定単位時間]） 

2.2. RPLDによる積算線量 

 放射能測定法シリーズ 27「蛍光ガラス線

量計を用いた環境γ線量測定法」2)に基づ

き，RPLD 素子（AGC テクノグラス㈱製

SC-1）及びリーダー（AGCテクノグラス㈱製

FGD-252S）を用いて積算線量の測定を行

った。 

RPLD による積算線量の並行測定は，

電子線量計設置地点のうち図 2 に示す 44

地点で，平成 28 年 9 月から平成 29 年 2

月の間に行った。 

 なお，図3に示すとおり，電子線量計検出

器ボックス内にRPLD素子3個を検出器高

さ（地上 1m）に合わせて設置した。 

 

3. 結果及び考察 

3.1. 電子線量計による空間線量率 

図 2 電子線量計設置地点及び RPLD 並行測定地点 

©愛媛県原子力センター 
国土地理院長の承認を得て，同院発行の20万分の1地勢図
を使用して作成（承認番号 平 23 情使，第 549 号）  
調整：東海図版（株） 

図3 電子線量計とRPLD素子設置状況 
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電子線量計による空間線量率の測定は

平成 28 年度から開始しているが，空間線

量率 0.2µGy/h 未満は検出器の測定範囲

外である。愛媛県の場合，UPZ 圏内に設

置したモニタリングポストによる平成 28年度

の空間線量率（1 時間値）が 0.016～

0.130µＧｙ/h と比較的低いため，電子線量

計による空間線量率は測定範囲外となり，

空間線量率（2 分値）の指示値は，0～

0.3µGy/hの範囲で大きく変動している。 

表 2 積算線量測定結果一覧 

測定日数 電子線量計 RPLD

田部 H28/9/5 11:11 H29/1/12 11:17 129日 134 138
大江 H28/9/5 10:30 H29/1/12 10:00 129日 123 124
二名津 H28/9/5 11:50 H29/1/12 13:24 129日 176 173
与侈 H28/9/5 13:54 H29/1/12 11:57 129日 134 136
井野浦 H28/9/5 14:28 H29/1/12 13:00 129日 187 186
川之浜 H28/9/5 15:28 H29/1/12 10:41 129日 169 171
名取 H28/9/5 14:59 H29/1/12 13:45 129日 151 155
磯崎 H28/8/30 13:30 H29/2/27 13:32 181日 186 182
宮内 H28/8/30 13:51 H29/2/27 14:02 181日 218 215
日土 H28/8/30 14:13 H29/2/27 14:22 181日 218 216
莚田 H28/8/30 14:34 H29/2/27 14:37 181日 247 239
高野地 H28/8/30 15:20 H29/2/27 15:28 181日 192 193
今坊 H28/10/19 15:11 H29/1/27 9:53 100日 120 118
下須戒 H28/10/19 14:08 H29/1/27 10:13 100日 158 158
柳沢 H28/10/19 10:43 H29/1/26 13:54 99日 115 110
櫛生 H28/10/19 15:42 H29/1/27 9:19 100日 161 158
八多喜 H28/10/19 12:56 H29/1/27 11:33 100日 125 122
上須戒 H28/10/20 14:39 H29/1/26 15:10 98日 131 122
五郎 H28/10/19 11:56 H29/1/26 14:42 99日 145 136
大竹 H28/10/20 9:27 H29/1/26 9:24 98日 96 94
平地 H28/10/20 13:27 H29/1/26 11:45 98日 121 119
宇津 H28/10/20 9:57 H29/1/26 9:42 98日 112 110
蔵川 H28/10/20 10:44 H29/1/27 10:15 99日 165 164
田処 H28/10/19 10:12 H29/1/26 13:40 99日 121 120
豊茂 H28/10/19 14:36 H29/1/27 10:30 100日 164 165
新谷 H28/10/19 11:29 H29/1/26 14:25 99日 100 97
野佐来 H28/10/20 11:12 H29/1/26 10:42 98日 162 158
戒川 H28/10/19 13:31 H29/1/26 11:03 99日 165 166
喜多山 H28/10/19 11:12 H29/1/26 14:14 99日 118 115
野田 H28/10/20 12:55 H29/1/26 11:24 98日 189 186
北只 H28/10/20 11:35 H29/1/26 11:03 98日 133 132
東大洲 H28/10/20 14:05 H29/1/26 13:04 98日 138 131
森山 H28/10/20 10:18 H29/1/26 9:58 98日 133 126
白髭 H28/9/2 14:00 H28/12/15 14:00 104日 173 170
河内 H28/9/2 10:00 H28/12/15 10:09 104日 115 110
鳥鹿野 H28/9/2 13:46 H28/12/15 13:47 104日 170 166
西山田 H28/9/2 10:32 H28/12/15 10:37 104日 122 120
皆田 H28/9/2 11:15 H28/12/15 11:34 104日 121 121
新城 H28/9/2 11:00 H28/12/15 11:05 104日 161 161
永長 H28/9/2 10:20 H28/12/15 10:25 104日 157 153
明間 H28/9/2 13:03 H28/12/15 11:48 104日 142 139
富野川 H28/9/2 14:34 H28/12/15 14:26 104日 154 154
長谷 H28/9/2 13:28 H28/12/15 13:32 104日 158 157

伊予市 富貴 H28/9/16 10:30 H29/1/10 10:06 116日 157 154

八幡浜市

大洲市

西予市

積算線量測定結果（µGy）

回収日時設置日時

測定期間
測定場所

伊方町
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また，検出器の性質上，携帯電話の電波

等の影響を受けやすく，瞬間的な指示値の

上昇がみられることがあるため，明らかに外

的要因による異常値と判断されるものにつ

いては測定結果から除外した。 

3.2. 積算線量の並行測定 

並行測定を行った 44 地点における電子

線量計及び RPLD による積算線量の結果

を表 2 に示す。積算線量は電子線量計が

96～247µGy，RPLDが94～239µGyであ

った。この地点による値の違いは，測定地

点の地質等や測定期間の長さの違いによ

るものと思われる。 

図４には電子線量計による積算線量（y）

と RPLD による積算線量（x）の相関図を示

す。相関係数 0.9956の正の強い相関が認

められ，相関式 y = 0.9978x + 2.5247 と非

常に y=x に近い式が得られており，エネル

ギー特性の違いによる積算線量の差はほと

んどないことが確認された。 

3.3. 積算線量の経日変動 

RPLD による積算線量は RPLD 素子の

設置から回収までの単一期間しか測定でき

ないのに比べ，電子線量計による積算線量

は，任意の期間の空間線量率から算出可

能である。 

図 5 に電子線量計下須戒局（大洲市長

浜）の電子線量計による空間線量率から 1

日毎の積算線量を示した。一般的に降雨

時には大気中に浮遊する放射性物質が地

表に沈着（濃縮）されることに伴い，空間線

量率の上昇や積算線量の増加がみられる

ことから，図中に長浜における降雨量を示

した。 

降雨量ゼロの日の積算線量は 1.4～

1.6µGy であり，測定範囲外の低い環境場

での空間線量率（2 分値）のような大幅な指

示値の変動はなく，積算することにより信頼

性のある測定値が得られると期待された。 
図 4 電子線量計と RPLD による積算

線量並行測定結果の相関図 

図 5 電子線量計下須戒局における 1日毎の積算線量と周辺地域の降雨量の関係 
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また，降雨が観測された日は 1.5～

1.8µGyと積算線量の増加がみられており，

緊急時における短期間の積算線量の増加

を把握するための手段として活用が期待で

きる。 

 

4. 電子線量計と RPLD による積算線量 

 電子線量計とRPLDによる積算線量測定

の比較を表 3に示す。電子線量計による積

算線量測定は，測定地点がUPZ圏内に設

置した 58 か所に固定され，現地での電源

が常時必要であるが，通信機能を有してい

るため現地からのデータ伝送が可能であり，

監視局の収集サーバーでデータ確認がで

き，連続測定が可能で測定期間中の変動

も把握できるというメリットがある。一方，

RPLD による積算線量測定は，素子の設

置や回収に人員を要するものの，任意の地

点に素子を設置することが可能で，現地に

おける電源も不要というメリットがある。それ

ぞれの測定方法によるメリットを活かし，相

互補完的に積算線量を測定することができ

れば，より効率的に広範囲多地点での積算

線量の把握が可能である。 

なお，電子線量計については，国の指示

により，平成 29年度事業として電源及び通

信の多重化を実施し，商用電源を主電源

に，有線回線を主回線に変更している。より

確実に空間線量率のデータ収集ができる

体制が整備されたことから，積算線量測定

の手段としての活用が期待できる。 

 

5. まとめ 

電子線量計を用いた積算線量測定につ

いて，以下の知見が得られた。 

○電子線量計による積算線量と RPLD に

よる積算線量はほぼ等しく，エネルギー

特性の違いによる差はほとんどないこと

が確認された。 

○電子線量計による積算線量は，任意の

期間の空間線量率から算出可能であり，

緊急時における短期間の積算線量増加

を把握する手段としての活用が期待でき

る。 

○電子線量計と RPLD のそれぞれのメリッ

トを活かし，相互補完的に積算線量を測

定することができれば，より効率的に広範

囲多地点での積算線量の把握が可能で

ある。 
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